
令和 7年度 第 1回 地域意見交換会 

 

日 時 令和 7年 7月 4日（金） 14：00～16：40 

会 場 意見交換会：松戸商工会議所（5階大会議室）  

参加対象 
松戸、流山圏域内、圏域外の関係機関 

及び関係企業 
参加人数 

参加者：50事業所 63名 

ビック・ハート松戸職員 7名 

合計 70名 

主 催 障害者就業・生活支援センター ビック・ハート松戸 

内 容 

① ビック・ハート松戸 令和6年度事業報告・令和７年度事業計画 
企業支援員について 

② 情報提供：『圏域の状況について』 
ハローワーク松戸 雇用指導官 中村 桂子様 

③ グループワーク：テーマ『 障害者雇用率あり?なし? 』 
全11グループ（１グループ６名程度） 

当日の様子 

ハローワーク松戸の雇用指導官中村様より「圏域の状況について」情報提供いただきました。地

域における障害者雇用の現状や課題、支援制度の活用状況など、実務に即した内容で、大変有意

義な学びの機会となりました。 

 

グループワークでは全 11 グループ（1 グループ約 6 名）でディスカッションを実施し、グルー

プごとに意見が異なり、障害者雇用率が「あり派」と「なし派」の両方の意見が出ました。 

「あり派」としては、「法的義務があることで、企業が障害者雇用に取り組むきっかけとなり、

差別や排除のない職場づくりが促進される」「障害のある人と共に働くことで、職場内の多様性

や相互理解が進み、組織の柔軟性や社会的責任も高まる」などの意見がありました。 

「なし派」としては、「数字合わせが目的となり、適性や能力よりも形式が重視され、障害者の

特性に合った適切な業務や環境が用意されにくい」「一律の数値目標は、企業にとって過度な負

担になる場合がある」などの意見がありました。 

 

ご参加いただいた方からは「さまざまな立場からの意見が聞けてとても勉強になった」「それぞ

れの機関の目線から障害者雇用率について話が聞けて有意義だった」といった声が多く寄せられ

ました。また、グループワークについても好評で、「テーマが面白く、学びが多かった」「活発

な意見交換ができて良かった」との意見がありました。中でも「雇用率が“あり”か“なし”か」

というテーマについては、参加者それぞれが考えを深める良い機会となり、「今後やりたいこと

が明確になった」「“なし派”として、障害という言葉に代わる前向きな言葉が必要だと感じた」

といった深い意見も見られました。 

 

ご参加くださった皆様、本当にありがとうございました。次回もぜひご参加いただけますよう、

心よりお待ちしております。 

 

 

 


